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＜図１：観測波形の実際＞

ＮＦＢの多いアンプの例

無帰還アンプの例
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＊：セトリング特性が悪いと、ここで
いくつも波が出る。

ＤＤＦによるアンプ評価法
カイキ日蝕仮面（studioそんぴ）

現在、オーディオ製品のカタログ等に示され
るスペックは、殆ど全くと言っていい程製品の
音質についての情報を提供しない。
かねてより「音の見える」スペックについて
研究していた我々は、「ダイナミック・ダンピ
ング・ファクタ」によってパワーアンプの評価
法にひとつの成果を得たのでここに報告する。

＊音を決める要因＊
勿論、その全てが把握されている訳ではない
が、全くされていないという訳でもない。解っ
ている部分についてだけでも、その実性能をデ
ータとして把握できるスペックを得たいと考え
た。
パワーアンプの音質を決定するのは「まず駆
動力」であろうと考えた。しかしそれには一元
的な「量」だけではなく、「質」についても表
現しなくてはならない。
これまで「駆動力」と言うと「ダンピングフ
ァクタ」（以下ＤＦ）が一般的であった。しか
し、ＤＦが１０未満といった真空管時代にはこ
れの値と音との間に相関が見られたようだが、
ＤＦ１００－１０００という現在の水準になる
とＤＦと実際の音との相関は殆ど見られない。
また、回路の複雑化、高ＮＦＢ化などにより、
アンプ内部の信号の流れも多様化し、駆動力に
「量的」な差異以外に「質的」な差異が生じて
いるのではないかという疑問も発生し、従来の
ＤＦ表示では不充分となった事を認識する。

＊動的ＤＦ＊
ＤＦが質的多様化した原因はＮＦＢにある。
ＤＦ（＝ＲＬ／Ｚｏ）が深いＮＦＢによって実
現されている現在のアンプにあって、ＤＦは各
瞬間で同じとは言えず、過渡現象を伴うものと
して認識されるべきである。
そこで動的ＤＦ即ちダイナミック・ダンピン
グ・ファクタ（以下ＤＤＦ）を考える。
具体的には、最大出力の半分程度の信号電流
を出力端から注入し、出力端に現れる電圧を観
測する。ステップ波か方形波を使えばそのエッ
ヂに問題の「過渡現象」が「見える」筈である。

＊ＤＤＦによるアンプの評価＊
図１は、実際のアンプにステップ波形を注入
した際の結果である。ＤＦ＝２００の高ＮＦア
ンプとＤＦ＝５０の終段無帰還アンプを比べて
みると、終段有帰還ではセトリング後の電圧は
確かに低いが、波形の立ち上がりにずっと高い
ピークを持っている。これはＮＦＢが一巡して
くるまでは裸特性が出るためと考えられる。
終段無帰還では波が見られない。これは単に
終段無帰還だからという訳ではなく、終段無帰
還を実現するために裸特性を改善してあるため
だろう。終段からの帰還がなくても駆動段から
のＮＦＢはあるので、ぞんざいに作ればやはり
波が出る筈である。終段有帰還では（少なくと
も、従来のスペックでは）特性が容易に得られ
てしまうため、裸特性の改善がなおざりになっ
ている点は反省材料として受けとめたい。

＊「駆動力」の根本的改善を＊
「駆動力」は「必要条件」である。これさえ
あればよい訳ではないが、これがなければ話に
ならない。
現代のアンブの多くは、意外に「実駆動力」
が乏しいのかも知れないという点がＤＤＦの導
入によって明らかになった。アンプ設計者は、
この点に留意して「よりよい駆動」を実現すべ
く努力したいものである。


